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 図6DLC-S圭被覆電磁クラッチを用いた小型・高容量4WDカップリングのトライボ滋ジー特性と外観写真
 第8章結論
 本章では,第2章から第7章までに得られた主な知見を示し,本研究の総括を行った.
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灘 論文審査結果の要旨
 近年,四輪駆動車用の電子制御カップリングにお恥ては,大型車両への展開や小型化による負荷増加
 に対応するため,電磁クラッチしゅう動部材の耐久性向上をめざす新たな研究開発が必要となっている。
 本研究は,駆動系潤滑油中におけるSi含有DLC被膜の摩擦・摩耗特性を体系的に開らかにした上で,
 世界で初めてSi含有DLC被膜をしゅう動部材に用いた電磁クラッチの開発に成功したものである。さ
 らに,耐久性に優れる四輪駆動車用の電子制御カップリング専用の潤滑油を開発し,最終的に小型かつ
 高容量の四輪駆動車用の電子制御カップリングの実用化を達成したものである。本論文は,これらの研
 究成果についてまとめたものであり,全編8章からなる。
 第1章は,緒論であり,本研究の背景及び目的を述べている。
 第2章では,Si含有DLC被膜が,駆動系潤滑油中において駆動力伝達装置に要求される十分に高い
 摩擦係数を示し,かっ摩擦係数が正のすべり速度依存性を発現すうことを明らかにしている。これら
 は,小型かつ高容量の電磁クラッチの開発のための基盤となるものであり,極めて重要かつ有用な知
 見である。
 第3章では,駆動系潤滑油中の摩擦におけるsf含有DLC被膜の表面損傷形態の発生機構を,体系
 的に明らかにしている。これは,Si含有DLC被膜を電磁クラッチのしゅう動部材へ応用する上で極
 めて有益な知見寿ある。
 第4章では,駆動系潤滑油中の摩擦・摩耗特性に及ぼすSi含有DLC被覆電磁クラッチのしゅう動面
 の表面粗さおよび微細形状の影響を明らかにしている。さらに,油圧反力解析を行い,摩擦係数のすべ
 り速度依存性に関する計算締果が実測値と極めて良く一致することを明らかにしている。これらの結果
 に基づき,小型かつ高容量の電磁クラッチしゅう動面の設計指針を提案している。これは,電磁クラッ
 チのしゅう動面の有効な設計基盤となるものであり,実用上極めて有益な成果である。
 第5章では,凝ハク酸イミド系分散剤を潤滑油に添加することにより,電磁クラッチしゅう動部材の
 寿命が向上することを明らかにしている。これは,四輪駆動車用の電子制御カップリング専用の潤滑油
 を開発する上で極めて有用な知見である。
 第6章では,四輪駆動車馬の電子制御カップリング専用の潤滑油の開発の概要について述べている。
 この潤滑油を用いることにより,潤滑油の寿命をL5倍以上に向上させることが可能であることを明ら
 かにしている。これらは,すでに実用化されている重要な成果である。
 第7章は,Sl含有DLC被膜をしゅう動部材に用いた電磁クラッチのトライボロジー特性を解明してい
 る。このS呈含有DLC被膜を電磁クラッチに応用することで電磁クラッチの寿命を8倍以上に向上させ
 ることが可能であることを明らかにし,四輪駆動車用の電子制御カップリングの小型かっ高容量化を達
 成させている。さらに,直流プラズマCVD法によるS呈含有DLC被膜の大量処理技術を開発すること
 に成功している。これらは,すでに実用化されている重要な成果である。
 第8章は,結論である。
 以上要するに本論文は,Si含有DLC被膜のトライボ資ジー特性を解明し,Si含有DLC被膜を用い
 た小型かつ高容量の電磁クラッチならびに四輪駆動車用の電子制御カップリング専用の潤滑油を開
 発したものであり,機械システムデザイン工学ならびにトライボ覆ジーの発展に寄与するところが少
 なくない。
 よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
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